






























定され、翌年の昭和 34 年には年間 50 万人の観光客数を記録。また、昭和 43 年（1968）には
全長 11.8km、幅 5.5m に及ぶスカイラインが開通している。海の全貌が前に広がる三ヶ根山は、
写真撮影スポットとして人気を誇っていたことがうかがえる。
【2016 年・グリーンホテル三ヶ根から眺める海の様子】毎年 6 月から 7 月初旬にかけて 7 万本
ほどのあじさいが咲くことから「あじさいロード」、「あじさいライン」とも呼ばれる三ヶ根山ス
カイライン。あじさい祭りをはじめ、今では紅葉、イルミネーション、夜景等を楽しむ場として










写真は、2013 年より、毎年 8 月終わ




























































してからである。その後、昭和 24 年（1949）に幡豆郡 10 名所にトップとし
て選定されたことや、翌年の昭和 25 年に幡豆観光協会が設立されたこと、県立
公園の一環へ編入されたことなどを通して飛躍的な伸びを見せる。とくに、昭和









【 昭 和 31 年（1956） 頃・ 民 宿
鈴喜館の様子】東幡豆の繁栄期を























か ら 撮 影 し た も の
で、 撮 影 依 頼 に 快
諾してくれたご主人
（左）と奥さん（右）。






































見せるようになった。p.36 表 1 は、昭和




　詳しく覗いてみると、昭和 24 年 7 月
の 16,429 人、 同 年 8 月 の 26,702 人
か ら、 昭 和 26 年（1951） の 7 月 に は
一 日 で 15,000 人、 同 年 8 月 に も 一 日
で 20,000 人もの海水浴客が押し寄せて
















●うさぎ島・猿が島 11 12 13 14
　うさぎ島・猿が島においては、昭和 25


































た。そして、2 年後の昭和 35 年（1960）
には、国民宿舎のホテル三ヶ根荘が建設さ
れ、昭和 38 年（1963）には国際施設と呼
ばれる有料休憩所、子供遊園地、回転展望
台などが次々と完成している。
　その後、昭和 43 年（1968）にスカイ
ラインの開通、昭和 44 年（1969）に長
さ 2002m の遊歩道や無料駐車場の整備、
昭和 60 年（1985）にあじさいラインの
整備などが順次行われ、三河湾の観光ス
ポットとして定着したのである。今でも
三ヶ根山からの眺望は素晴らしく、毎年一
定規模の観光客が訪れている。 （李 銀姫）
東幡豆の繫栄を支えた観光業
新鮮な海の幸を使ったボ
リューム満点のランチを
いただきました。お造り
も煮魚も最高においし
い。地元の人たちの憩い
の場でもあり、モーニン
グも名物です。
昔ながらの漁村は狭い路地が入り
組んでいます。歩いているだけで
ちょっとした探検気分です。
船溜りには漁船が停泊していま
した。海辺の神社の境内には小
さな児童公園もあります。
船の絵のマンホール
みんなでしばしの歓談
座敷からは海が臨めます
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ランチのあとは
散策タイム｡
旅はまだこれから！
岡田屋でランチ
路地裏歩き
海辺をお散歩
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